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FICO Xpress Optimization Suite の新たな強化バージョンを発売
～高速エンジンとパラレルコンピューティングにより圧倒的なパフォーマンスを実現～

ミネアポリス（2009 年 6 月 16 日）―分析、意思決定管理テクノロジーの主要プロバイダである FICO
（NYSE: FIC）は、本日、最も先進的な最適化ソリューション、FICO™ Xpress Optimization Suite 7.0
（旧名：Xpress-MP）のリリースを発表しました。この新バージョンではパラレルコンピューティ

ング技術を備え、企業・団体における業務上の最も複雑な課題を以前よりも 60％早く解決させるこ

とが可能となります。現在、無料で体験版が入手できます。

世界的な銀行からプロスポーツリーグに至るまで、大規模な事業を行う企業・団体は、FICO™ 
Xpress Optimization Suite を使用することでリソースを最も効率よくかつ利益につながる形で活用

できます。特に金融機関では、発行価格設定、ポートフォリオ管理やその他重要な用途での使用で

メリットが得られます。

最適化ソフトウェアの進歩は、一般に事業運営の効率・有効性の大幅な改善につながります。FICO™ 
Xpress Optimization Suite 7.0 により、導入した企業や団体にとって顕著な効果が期待されます。最

大の改善点は、パラレルコンピューティングを用いた新たな最適化エンジンです。規模の大きさゆ

えに以前は「実行不可能」とされてしまっていたような問題を含め、100 万単位の変動要素を有す

る大規模な問題の処理時間を短縮します。ユーザーは、特有の業務シナリオに対し、考えられる中

で最善の決定を下すための判断材料として、複数の選択肢である「理想的な」解を迅速に求めるこ

とができます。

FICO™ Xpress Optimization Suite 7.0 では、高速のマルチスレッドアルゴリズムによって、特別な

設定を必要とせずに複数の CPU コアを十分に活用します。さらに、モデリングプラットフォームの

改善により、開発者が企業特有の事業運営方法に従ったアプリケーション設計を行ったり、以前よ

りも迅速にアプリケーションを構築したりすることが可能となっています。また、業務アナリスト

は、新しいドラッグアンドドロップ型のエディタを使用することで、プロトタイプの提供と展開を

迅速に行いつつ、業務モデルに対応したグラフィカルインタフェースを作成できます。

「FICO Xpress 7.0 を導入すれば、最適化による価値が従来よりも広い分野に提供されます」と、

FICO のプロダクトマネジメント部門統括責任者であるアルキス・バザコプーロスは言います。

「Xpress 7.0 へアップグレードするお客様は、以前なら『解決不能』で他のシステムの障壁となっ

ていた問題を本当に解決できるでしょう」

FICO™ Xpress Optimization Suite 7.0 は、銀行、石油化学、運輸、小売など、製造・物流・金融に

関わるあらゆる企業を対象としています。また、より大規模なエンドユーザー向けシステムや、タ

ーンキー・アプリケーションのリセラー用にも適応しています。

「はじめに試用したときからこの製品の性能は気に入っています」。ハネウェル・プロセス・ソリ



ューションズのアーキテクトである J.D.ケリー氏はこのように述べました。「解決したすべての問

題に対して、Xpress 7.0 は実行可能なより優れた解を短時間で見つけ出しました。Xpress の旧バー

ジョンでも既に高い水準にありましたが、さらに向上しています。本当に素晴らしい」 
 
「コストの削減が最優先事項であるなら、最適化ソリューションは、生産性の最大化と非効率性の

最小化を追求する際にぜひとも検討すべき投資先です」と、バトラー・グループの情報管理実行デ

ィレクター、リチャード・エドワーズ氏は述べています。「より高い問題解決能力を備えた企業や

団体が、長期的に市場で優れた成果を出し、最適化ソリューションの更新により大きなリターンを

実現させることは当然の理屈です」 
 
 
 
 
 
 
FICO について 
FICO（NYSE: FIC）は、意思決定を信頼できるものにすることによって、ビジネスを変革します。FICO の意

思決定管理ソリューションは、信頼できる助言、世界的に定評のある分析力、そして革新的なアプリケーショ

ンの組み合わせで、業務全般にわたる意思決定の自動化、改善、連携の実行能力を企業・団体に提供します。

80 カ国のクライアント企業・団体が、FICO の協力のもと、顧客のロイヤリティや収益性を増大させ、不正に

よる損失を抑え、信用リスクを管理し、規制や競争の要件に適合し、市場シェアを迅速に確保しています。ま

た、FICO は数百万人の個人に対し、www.myFICO.com のウェブサイトを通じて信用状態の管理に貢献してい

ます。 
 
将来予想に関する記述 
過去の事実に関する情報を除き、当ニュースリリースにおける FICO またはその事業に関連する記述は、1995
年成立の米国証券民事訴訟改革法における「免責条項」という意味での将来予想に関する記述です。この将来

予想に関する記述の内容は、実際の結果が予想と実質的に異なるリスクや不確実性に左右されます。リスクや

不確実性には、意思決定管理の戦略やリエンジニアリング計画の成功、既存の顧客や提携パートナーとの関係

維持ならびに新規顧客・パートナー開拓の能力、製品およびサービスの新規開発と改良を継続する能力、要と

なる技術要員および管理要員の採用と雇用維持の能力、競争状態、消費者の信用情報やその他のデータの利用

に関して適用される規制の変更、企業買収により予想されていた利益の未実現、世界経済をめぐる実勢の継続

的な悪化、さらに、フォーム 10-K による 2008 年 9 月末時点の年次報告書、ならびにフォーム 10-Q による 2009
年 3 月末時点の第 2 四半期報告書を含め、米国証券取引委員会へ随時提出した FICO の報告書に記述したその

他のリスクが含まれます。これらのリスクまたは不確実性のいずれかが実際に生じた場合、FICO の業績は予

想と実質的に異なる場合があります。FICO はこの将来予想に関する記述を更新する意思はなく、またその義

務も一切負わないものとします。 
 
FICO はフェア・アイザック・コーポレーションの米国における商標です。 
 


